
峡西病院・峡西老人保健センター・きづな
・アルプス訪問看護ステーション

今年は、ロシアがウクライナに軍事侵攻するという世界の秩序を揺るがす出来事がありました。多くの

人命が失われ、悲惨な状況の中で苦しんでいるウクライナの人々のことを思うと胸が痛みます。こんな

時にすがりたくなるのはお薬師さん。薬師如来は現世での苦しみを取り除き安泰をつかさどる仏です。

「病気の災いを除き安楽を与える」、「重圧に苦しむものたちを救う」というありがたい仏様です。

さて、2009年から私が撮った美しい風景を中心とした写真を、14年間にわたってオアシスの表紙に

提供してきましたが、今月号が最後になります。来年が良い年になることを願ってお薬師さんの写真を

使うことにしました。

2022 第36巻12号
（通巻424号）12



月刊　お あ し す 2022年12月 5 日発行 （ 2 ）

　

褥
瘡
委
員
会
は
、
褥
瘡
対
策
の
現
状

を
把
握
及
び
審
議
し
予
防
対
策
の
推
進

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
医
師
１
名
、

看
護
リ
ー
ダ
ー
１
名
、
病
棟
看
護
師
２

名
、
栄
養
士
１
名
、
作
業
療
法
士
１
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
褥
瘡
に
関
す
る
計
画
書
」
に
よ
る
報

告
を
求
め
各
病
棟
で
の
対
策
状
況
の
把

握
・
指
導
及
び
定
期
報
告
や
体
圧
分
散

マ
ッ
ト
レ
ス
等
の
適
正
選
択
及
び
使
用

体
制
、
そ
の
他
の
褥
瘡
に
必
要
な
こ
と

に
対
し
調
整
・
審
議
し
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
会
は
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
て
お

り
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
委
員
会
（
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
）
も
含
め
褥
瘡
対
策
チ
ー
ム
を

設
け
て
お
り
ま
す
。
必
要
時
褥
瘡
対
策

処
置
の
評
価
・
指
導
の
た
め
の
巡
回
、

適
正
な
褥
瘡
対
策
の
予
防
の
た
め
の
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
に
１
回
の

養
育
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
の
研
修
で
は
褥
瘡
治
療
や
薬
に
つ
い

て
や
Ｎ
Ｓ
Ｔ
巡
回
に
関
す
る
こ
と
、
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
褥
瘡
診
療
計
画
書
に
関
し

て
新
た
な
項
目
が
追
加
さ
れ
職
員
に
周

知
・
徹
底
す
る
た
め
に
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
も
研
修
会
を
行
う
こ
と
で

褥
瘡
の
知
識
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

事
故
予
防
対
策
委
員
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
作

業
療
法
士
と
な
っ
て
い
ま
す
。
役
割
は

医
療
事
故
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
防

止
対
策
、
教
育
な
ど
で
す
。

　

委
員
会
の
活
動
内
容
と
し
て
、
毎
月

１
回
各
グ
ル
ー
プ
で
発
生
し
た
事
故
（
医

療
行
為
に
限
ら
ず
病
院
内
で
起
き
る
す

べ
て
の
事
に
対
し
て
、
予
期
し
な
か
っ

た
悪
い
結
末
が
生
じ
る
事
）
に
加
え
て
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
（
患
者
に
被
害
は
及
ぼ

さ
な
か
っ
た
が
医
療
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
な
か
っ
た
状
況
）
報
告
の
と
り
ま

と
め
と
分
析
、
事
故
防
止
の
為
の
方
策

の
検
討
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
事
故

や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
内
容
と
し
て
は
『
無

断
離
院
』『
暴
行
傷
害
』『
器
物
破
損
』『
転

倒
・
転
落
』『
誤
飲
・
誤
嚥
』『
院
内
感
染
』

『
誤
投
薬
』『
そ
の
他
』
な
ど
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
分
け
て
報
告
を
あ
げ
て
も
ら
い
、

内
容
に
よ
っ
て
レ
ベ
ル
０
～
５
と
分
け

て
い
ま
す
。
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
重
大

な
事
故
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
案
件

に
つ
い
て
は
委
員
会
の
会
議
内
に
て
内

容
を
確
認
し
て
い
き
な
が
ら
再
発
予
防

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
定
期
的
に
各

部
署
へ
の
ラ
ウ
ン
ド
を
実
施
し
て
事
故

予
防
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
２
回
全
職
員
に
対
し
て
事
例
報
告
、

事
故
発
生
時
の
対
応
な
ど
の
研
修
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
患
者
様
・
職
員
共
に

安
心
で
安
全
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
、
活
発
な
活
動
を
実
践
し
て
い

き
ま
す
。

法
人
委
員
会
紹
介

褥

瘡

委

員

会

法
人
委
員
会
紹
介

事
故
予
防
対
策
委
員
会
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１
．
急
性
期
病
棟
で
退
院
後
の
暮
ら
し
を

意
識
で
き
る
新
た
な
リ
ハ
ビ
リ
活
動
を

行
う
。

２
．
病
棟
看
護
師
と
共
に
リ
ハ
ビ
リ
に
つ

な
が
る
風
土
と
導
入
の
仕
組
み
作
り
を

行
う
。

病
棟
で
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
リ
ハ
ビ

リ
に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施

◦
病
棟
ス
タ
ッ
フ
に
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る

仕
組
み
や
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

で
リ
ハ
ビ
リ
の
風
土
を
作
る
事
を
目
的
と

し
実
施
し
た
。

◦
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
打
ち
合
わ
せ
や
振
り

返
り
を
適
宜
行
い
企
画
を
考
え
、
以
下
の

テ
ー
マ
で
勉
強
会
を
実
施
し
た
。

病
棟
レ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
月
に
一
回
新

し
い
内
容
の
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
を
導
入

◦
従
来
の
病
棟
活
動
に
加
え
、
新
た
に
リ

ハ
ビ
リ
志
向
の
内
容
を
加
え
る
こ
と
で
退

院
後
の
生
活
を
よ
り
意
識
し
た
り
将
来
的

に
個
別
作
業
療
法
や
デ
イ
ケ
ア
に
繋
が
る

き
っ
か
け
作
り
を
目
的
と
し
た
。

◦
企
画
を
行
う
に
あ
た
り
関
わ
る
ス
タ
ッ

フ
で
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
、
こ
れ
ま

で
の
病
棟
レ
ク
枠
を
振
り
返
っ
た
り
目
的

の
確
認
や
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
検
討
し

た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
以
下
の
リ
ハ
ビ
リ

メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

① 

Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
元
気
回
復
行
動
プ
ラ
ン

② 

認
知
機
能
リ
ハ
ビ
リ

③ 

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

④ 

Ｍ
Ｃ
Ｔ
（
社
会
認
知
リ
ハ
ビ
リ
）

心
理
社
会
的
治
療
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て

デ
イ
ケ
ア
見
学
盛
り
込
ん
だ
「
社
会
資
源

を
学
ぶ
会
」
を
導
入

◦
従
来
の
デ
イ
ケ
ア
見
学
で
は
利
用
目
的

や
動
機
が
あ
る
程
度
定
ま
っ
て
い
た
方
が

中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
な
い
方
で
も

気
軽
に
見
学
を
行
な
え
る
仕
組
み
を
作
り

た
い
と
考
え
た
。

◦
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
に
て
提
案
し
、
そ

こ
で
実
際
の
構
成
や
内
容
な
ど
を
検
討
し
、

実
際
に
運
用
を
始
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
利
用
率
な
ど
デ
ー
タ

収
集
と
分
析
を
実
施

　

Ａ
病
棟
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
の
全
体
像

の
把
握
や
、
今
後
の
リ
ハ
ビ
リ
の
在
り
方

を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
デ
ー
タ
の
収
集

と
分
析
を
年
間
通
し
て
実
施
し
た
。
年
度

末
に
関
係
部
署
へ
報
告
を
行
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
の
情
報
提
供
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
病
掲
示
板
を
整
備
し
た
。

◦
患
者
が
主
体
的
に
リ
ハ
ビ
リ
の
情
報
に

触
れ
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

◦
現
在
実
施
し
て
い
な
い
リ
ハ
ビ
リ
情
報

も
掲
示
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
内

容
を
更
新
し
差
し
替
え
た
り
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
ご
と
に
情
報
を
整
理
し
て
、
項
目
ご

と
の
ポ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
今
年
度
は
開

放
病
棟
側
の
掲
示
板
を
整
備
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

　

今
年
度
は
目
標
に
対
し
て
幅
広
く
実
施

し
、
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
る
様
々
な
部
門
と
打

ち
合
わ
せ
を
し
て
連
動
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
が
出
来
た
。
風
土
や
仕
組
み
作
り
は

一
日
二
日
で
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
一

人
で
作
る
も
の
で
も
な
い
。
引
き
続
き
時

間
を
か
け
な
が
ら
皆
で
リ
ハ
ビ
リ
志
向
の

病
院
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

目　
標

「
作
業
療
法
」

「
デ
イ
ケ
ア
」

「
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
プ
」

「
社
会
制
度
」

　
◦
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

１
テ
ー
マ
に
つ
き
２
～
３
ヶ
月
か
け
て
複

数
回
実
施
し
た
。

◦
年
間
21
回
の
べ
33
名
の
方
に
参
加
し
て

頂
い
た
。
看
護
職
以
外
の
職
種
で
６
名
の

ス
タ
ッ
フ
に
も
参
加
頂
け
た
。

◇敢闘賞◇
OT・PTG

清水　悠司

図１

取
り
組
み
内
容
１

取
り
組
み
内
容
2

取
り
組
み
内
容
3

取
り
組
み
内
容
4

取
り
組
み
内
容
5

ま
と
め
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　 興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで
　 気軽にご相談ください。　☎055－282－2151

＊ホームページをぜひ、ご覧ください。 

峡西病院　リハビリのご案内 検索

　

11
月
10
日
楽
山
館
南
側
広
場
に
て
焚
き
火
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
焚
き
火
会
は
、
ク
レ
ル
病
棟
の
皆
さ
ん
の

提
案
で
し
た
。
ク
レ
ル
病
棟
の
10
月
の
病
棟
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

の
後
に
皆
様
の
希
望
を
き
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
例
年
11
月

は
焼
き
芋
会
や
た
き
火
を
囲
む
会
を
実
施
し
て
い
る
の
で

「
例
年
ど
お
り
が
良
い
」
と
い
う
意
見
と
「
い
つ
も
と
違
う

こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
意
見
に
分
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

「
い
つ
も
の
焚
き
火
会
で
焼
き
芋
以
外
の
物
も
焼
こ
う
」
と
言

う
こ
と
ま
で
決
ま
り
ま
し
た
。
10
月
と
11
月
の
調
理
実
習
の

グ
ル
ー
プ
で
ネ
ギ
を
焼
い
て
み
た
り
、
ネ
ギ
の
お
好
み
焼
き
を

焼
い
て
み
た
り
、
焼
き
芋
を
食
べ
る
こ
と
が
難
し
い
皆
様
の
た

め
に
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
も
作
っ
て
、
患
者
様
の
試
食
や
栄
養
士

さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
当
日
は
絶
好
の

焚
き
火
日
和
で
し
た
。
た
き
火
を
囲
み
、
風
も
な
く
暖
か
い
日

差
し
の
中
、
焼
き
芋
・
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、
つ
く
ね
・
は
ん
ぺ

ん
焼
き
を
食
べ
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

【
活
動
曜
日
】
木
曜
午
後

【
活
動
場
所
】
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
１
ま
た
は

　
　
　
　
　

  

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
１

【
活
動
内
容
】

　
手
芸
や
工
芸
な
ど
の
作
品
を
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
季
節
や
年
中
行
事
、
参
加
者
の
関
心
の
あ
る
題
材
を
も

と
に
、
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
内
に
飾
っ
た
り
、
フ
レ
ン
ズ
ア
ー
ト
や
障
害
者
文
化
展
な
ど
の

作
品
展
に
出
展
し
て
い
ま
す
。

　

集
中
力
や
手
先
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
少
人
数
で
の
ん
び
り
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
活
動
な
の

で
、
息
抜
き
の
時
間
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
み
ん
な
で
作
り

上
げ
た
作
品
が
、
他
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
、
達
成
感
を
感
じ

ら
れ
る
の
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
も
に
創
作
活
動
に
取
り
組
む
仲
間
を
募
集
中
で
す
。
現
在
は
ク

リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
制
作
中
で
す
♪

  

生
活
充
実
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
創
作
活
動
」

プログラム紹介

　 登録グループを途中で変更すること
は可能ですか？

　 当院には生活充実型グループ、目標
志向型グループ、復職準備型グループと
３つのグループがあります。それぞれ目
的に沿ったプログラムを展開していま
す。利用される方の生活環境、目標に応
じてリハビリを受けることが可能です。
　途中でグループを変更したい場合は、
まず、担当スタッフにご相談ください。
担当スタッフと十分話し合った上で変更
することをお勧めいたします。

　10月30日第14回山梨県作業療法
学術大会がオンラインにて開催され
ました。特別講演として順天堂大学
医学部教授　小林弘幸先生が「整え
る習慣」～軸を持つ～をテーマにお
話してくださいました。健康とは「質
の良い血液をひとつひとつの細胞に
いかに十分に流すことが出来るか」
であり、重要なのは、腸内環境と自
律神経を整える事である。「すべて
をゆっくりおこなうこと」「目覚めて
１時間以内に朝食を食べる事」「ゆっ
くりよく噛むこと」「呼吸を整えるこ
と」「寝る前にスマホを見ない事」
など…自分の意志でコントロールで
きない自律神経にも少し身近ででき
ることがあるというお話でした。

山梨県作業療法学術大会

焚
き
火
会
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

　峡西老健には、要介護状態となった方の『在宅復帰の為のリハビリをする』・『在宅生活支援をする』役割
や機能があります。
　在宅復帰とは、加齢や病気等で、筋力低下や意欲の低下がみられ、今まで出来ていたことが出来なくなる
事で居宅での生活が難しくなった方が期間限定で施設入所し、リハビリや在宅生活に向けた取り組みを経て
居宅へ戻る事を指します。
　リハビリには、リハビリの専門職が個別に行なうリハビリや集団リハビリ、生活の中で多職種が関わりを
持ちながら行なうリハビリがあります。在宅復帰に向けた期間限定での入所生活にて、生活リズムの改善や
体の動きを評価し、ご本人や居宅の環境に合わせた生活に必要な動作のリハビリ等を提供しています。
　少しでも多くの高齢者が住み慣れた地域でその人らしく暮らせる事を目指して、これからも在宅復帰の役
割を担っていけたら良いと思っています。

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

老健の在宅復帰

今月の活動記録 食欲の秋
到来です!!
秋刀魚の会が
あり旬の秋刀魚を
食べました！
お好み焼きも美味し
く出来ました！
ちくわ入りなのが
いいんです！

一般棟

皆で美味しく食べました！
認知症専門棟

おいしいもの
食べると
みんな良い顔
してます!!

通所リハビリHAPPY HALLOWEEN★
TRICK OR TREAT

敬老会　　　
秋刀魚の会 

秋刀魚
の会 
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今回は、ブリエ病棟　輿水 陽さんに
おすすめの本を聞きました！

本の題名：不死身の特攻兵  軍神はなぜ上官に反抗したか
（著：鴻上尚史）

●読んだ感想として
　この本は太平洋戦争で９回出撃して９回生きて帰った特攻兵、佐々木友次さんの人生を描いたノン
フィクションです。
　彼は特攻兵でありながら特攻を行わず生還を繰り返しました。
　軍から特攻で死んで軍神になることを強要されますが、最後まで自分の信念を貫いて生還します。
私自身、この本を読むまで命と引き換えであるがゆえに特攻は効果的な攻撃方法だと考えていました
が、この本にはそういった当時の日本の軍事事情も詳細に書かれています。また命令する側とされる
側の話も書かれており議論せず、決断に責任を持たず事実を捻じ曲げてしまうような理不尽な上下
関係は戦時中だけの事だけと思いきや、考えてみると現代にも根深く存在し、昔も今も本質的には
かわってないのではないか？と感じました。戦中、特攻に興味のある人、上司と言う立場にある人、
若い方にもお薦めです。

貝
賀
い
ず
み

　
介
護
福
祉
士

（
峡
西
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◆
出
身
地
…
南
ア
ル
プ
ス
市

◆
好
き
な
食
べ
物

…
味
噌
ラ
ー
メ
ン

◆
好
き
な
場
所

…
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

秋
山　
　
純

　
看
護

（
峡
西
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◆
趣
味

…
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

◆
好
き
な
食
べ
物
…
肉

◆
好
き
な
場
所
…
箱
根

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として
設立されたものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間
形成に努めるべきである。

■ 職業倫理
１．患者の人格の尊厳と権利を尊重し、心のこもった対応をして信頼を得ること。
２．最善の医療を提供するために、常に学術的知識と技術の習得に努めること。
３．自らの義務と責任を自覚して人格を高めること。
４．職場内外の医療専門職の権利を尊重すること。
５．医療の公共性を重んじて地域社会に貢献するとともに、法規範を遵守すること。
６．良質の医療を提供するために、自ら心身の健康保持と増進に努めること。
７．精神障害者に対する理解を深め、精神障害者がその障害を克服して社会復帰をし、自立と社会経済活

動への参加をしようとする努力に対して協力すること。
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私
は
、
趣
味
と
い
え
る
も
の
が
な
い
の
で
、

好
き
な
こ
と
を
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ニ
メ
を
み
る
の
が
好
き
で
す
。
最
近
は
、

僕
の
ヒ
ー
ロ
ー
ア
カ
デ
ミ
ア
・
Ｓ
Ｐ
Ｙ
×
Ｆ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ
が
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ

た
の
で
、
見
て
い
ま
す
。
ア
ニ
メ
の
中
で
も
、

１
番
好
き
な
の
が
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
で
す
。

毎
年
上
映
し
て
い
る
映
画
に
も
行
き
ま
す
。

今
ま
で
25
作
品
の
映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
私
が
好
き
な
作
品
は
「
業
火

の
向
日
葵
」「
純
黒
の
悪
夢
」
の
２
つ
で
す
。

来
年
の
５
月
に
も
上
映
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
時
間
を
見
つ
け
て
見
に
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
コ
ナ
ン
君
以
外
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
ア
ニ
メ
も
今
放
送

さ
れ
て
い
る
の
で
、
見
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
好
き
な
こ
と
は
、
カ
フ
ェ
に
行

く
こ
と
で
す
。
落
ち
着
い
た
空
間
で
、
コ
ー

ヒ
ー・
紅
茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

友
達
と
お
話
し
す
る
時
間
が
好
き
で
す
。
内

装
、
食
器
や
家
具
が
お
し
ゃ
れ
で
、
見
て
い

る
だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。
甘
い
も
の
を

食
べ
る
こ
と
も
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
色

ん
な
カ
フ
ェ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
Ｇ　
坂
本

　
こ
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
の
が
12
月
と

い
う
こ
と
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
で

私
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
思
い
出

を
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
小
５
だ
っ
た
頃
、
家
庭
用
ゲ
ー
ム

が
普
及
し
だ
し
任
天
堂
の
フ
ァ
ミ
コ
ン
で

ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
の
ゲ
ー
ム
が
学
校
で
流

行
っ
て
い
た
時
で
し
た
。
自
分
の
家
に
は

ま
だ
無
く
、
友
達
の
家
で
や
ら
せ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
そ
の
ゲ
ー
ム
の
面
白
い
こ

と
！ 

時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
つ
い
没

頭
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

　
そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
サ
ン
タ
の
正

体
な
ん
て
も
う
知
っ
て
い
る
も
の
で
す
か

ら
欲
し
い
な
ん
て
も
う
言
え
る
年
齢
で
も

な
い
な
、
な
ん
て
思
い
つ
つ
、
前
々
か
ら

会
話
の
中
で
さ
り
げ
な
く
フ
ァ
ミ
コ
ン
や

マ
リ
オ
の
話
し
を
し
て
、
欲
し
い
な
ー
と

ア
ピ
ー
ル
済
み
で
準
備
は
万
端
。
期
待
を

十
分
膨
ら
ま
せ
つ
つ
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え

た
朝
、
枕
元
に
あ
っ
た
の
は
・
・
・

な
ん
と
『
は
ん
て
ん
（
半
纏
）』
だ
っ
た

の
で
す
。

　
「
え
ー
っ
！ 

な
に
こ
れ
、
な
ぜ
は
ん

て
ん
？ 

欲
し
い
な
ん
て
言
っ
て
な
い
の

に
！
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
年
で
親

か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
終

わ
っ
た
の
で
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
翌
日
、
こ
の
事
を
友
人

に
話
す
と
「
も
ら
え
る
な
ん
て
い
い
じ
ゃ

な
い
？ 

私
な
ん
て
小
２
で
終
わ
っ
て
あ

と
は
ケ
ー
キ
だ
け
だ
よ
」「
私
な
ん
て
靴

下
に
千
円
入
っ
て
い
た
よ
」「
料
理
好
き

で
し
ょ
と
か
言
っ
て
包
丁
く
れ
た
よ
」
と

ま
あ
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
中
で

「
寒
が
り
で
し
ょ
？
」
の
中
に
『
贅
沢
言
っ

て
い
ら
れ
ま
せ
ん
よ
』
の
意
味
も
あ
っ
た

か
な
、
と
感
じ
た
の
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
そ
の
は
ん
て
ん
は
二
十
歳

過
ぎ
ま
で
愛
用
し
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
は
弟

が
翌
年
の
誕
生
日
に
買
っ
て
も
ら
っ
た

の
で
一
緒
に
思
う
存
分
使
わ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

Ａ
病
棟　
　
國
母

　

皆
さ
ん
の
お
家
に
は
緑
が
あ
り
ま

す
か
？ 

観
葉
植
物
が
置
い
て
あ
る
と

何
と
な
く
室
内
が
華
や
か
に
見
え
、

心
も
安
ら
ぐ
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
と
植
物
は
相
性
が
悪

い
よ
う
で
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の

植
物
を
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
私
が
特
に
好
き
な
の
は

パ
キ
ラ
と
い
う
、
成
長
す
れ
ば
立
派

な
木
に
な
る
植
物
な
の
で
す
が
、
ど

う
し
て
も
上
手
に
育
て
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
幹
が
ふ

に
ゃ
ふ
に
ゃ
に
な
っ
て
だ
め
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
お
水
の

あ
げ
過
ぎ
が
原
因
だ
と
思
わ
れ
る
の

で
す
が
…

　

そ
ん
な
私
で
も
こ
こ
3
年
程
枯
れ

ず
に
育
て
ら
れ
て
い
る
の
が
モ
ン
ス

テ
ラ
で
す
。
忘
れ
た
頃
に
お
水
を
あ

げ
て
い
る
の
が
良
か
っ
た
の
か
大
き

く
逞
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
に

の
水
あ
げ
の
時
に
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
お

水
を
吸
う
瞬
間
が
「
喉
が
渇
い
て
い

た
の
ね
」
と
微
笑
ま
し
く
、
若
干
申

し
訳
な
い
思
い
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
レ
モ
ン
（
唐
揚
げ
用
に
購

入
し
た
）
か
ら
取
っ
た
種
を
植
え
て
、

見
事
芽
が
出
て
き
た
の
が
と
て
も
嬉

し
く
、
枯
ら
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に

見
守
り
育
て
て
い
ま
す
。
い
つ
か
実

が
な
っ
て
、
そ
の
実
で
ま
た
唐
揚
げ

を
食
べ
る
こ
と
が
小
さ
な
夢
で
す
。

　
　
（
ひ
）
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次回425号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

27日　高齢者プロジェクト

28日　外来診療年内最終日

29日　リハビリテーション
　　　センター年内最終日

※12月31日～１月３日まで
　休業となります。

12月

厚
着
し
た
小
春
日
和
に
上
着
脱
ぐ	

石
坂
　
克
巳

人
間
や
言
葉
し
ゃ
べ
れ
る
柿
う
ま
し	

今
福
　
和
人

忘わ
す

れ
え
ぬ
ひ
ろ
み
先せ
ん
せ
い生
今い
ま

も
居い

る

心こ
こ
ろの
中な
か

に
い
っ
ぱ
い
の
花は
な	

大
森
眞
知
子

在
り
し
日
の
友
の
気
遣
い
歳
暮
時
に	

惠
　
風

秋
深
し
紅も
み
じ葉
の
葉
落
ち
冬
が
来
る	

鈴
木
美
佐
子

小
春
日
や
山
に
向
か
っ
て
深
呼
吸	

塚
原
　
光
明

小
春
日
に
外
に
出
ら
れ
ず
膝
痛
い	

保
坂
五
十
鈴

く
つ
下
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
入
れ
ク
リ
ス
マ
ス

	

渡
辺
　
あ
き

ふ
と
頭
を
よ
ぎ
る
時
も
姿
勢
は
常
に

前
向
き
が
い
い
ね	
渡
辺
奈
美
子


